
民
間
先
端
技
術
活
用
へ
拠
点
整
備

新
し
い
働
き
方
へ
の
転
換
促
進

Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
の
利
用
環
境
充
実

国

土

交
通
省

中
小
建
設
現
場
の
生
産
性
向
上
へ

国
土
交
通
省
は
四
月
十
二
日
、
東
京
・
霞
が
関
の
中
央
合
同
庁
舎
三
号
館
十
一
階
に
イ
ン
フ
ラ
Ｄ
Ｘ
ル
ー
ム
を

開
設
し
た
。
地
方
整
備
局
の
Ｄ
Ｘ
推
進
セ
ン
タ
ー
や
国
土
技
術
政
策
総
合
研
究
所
の
建
設
Ｄ
Ｘ
実
験
フ
ィ
ー
ル
ド

な
ど
を
超
高
速
回
線
で
接
続
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
伴
う
新
し
い
働
き
方
や
民
間
先
端
技
術
を

リ
ア
ル
に
体
感
で
き
る
拠
点
を
整
備
し
た
。
デ
ー
タ
と
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
て
イ
ン
フ
ラ
分
野
の
業
務
を
刷

新
す
る
イ
ン
フ
ラ
Ｄ
Ｘ
を
加
速
化
し
、
建
設
現
場
の
さ
ら
な
る
生
産
性
向
上
を
め
ざ
す
。

同
省
は
非
接
触
・
リ
モ
ー

ト
型
の
働
き
方
へ
の
転
換
と

生
産
性
・

安
全
性
の

一
層
の
向

上
を
図
る

た
め
、
イ

ン
フ
ラ
分

野
に
お
け

る
Ｄ
Ｘ

（
デ
ジ
タ

ル
・
ト
ラ

ン
ス
フ
ォ

ー
メ
ー
シ

ョ
ン
）
を
推
進
し
て
い
る
。

新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
た
四

月
一
日
に
は
大
臣
官
房
に
イ

ン
フ
ラ
Ｄ
Ｘ
総
合
推
進
室
を

新
設
。
技
術
調
査
課
長
が
室

長
、
国
総
研
社
会
資
本
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
研
究
セ
ン
タ
ー
長

が
次
長
を
務
め
、
５
Ｇ
な
ど

の
基
幹
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
駆

使
し
た
イ
ン
フ
ラ
Ｄ
Ｘ
を
抜

本
的
に
強
化
す
る
。

具
体
的
に
は
六
月
ま
で
に

同
省
の
イ
ン
フ
ラ
Ｄ
Ｘ
ル
ー

ム
、
国
総
研
の
建
設
Ｄ
Ｘ
実

験
フ
ィ
ー
ル
ド
・
Ｄ
Ｘ
デ
ー

タ
セ
ン
タ
ー
、
関
東
・
中
部

・
近
畿
・
九
州
の
地
方
整
備

局
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ
推
進
セ
ン

タ
ー
を
１
０
０
Ｇ
ｂ
ｐ
ｓ
の

高
速
通
信
環
境
や
ロ
ー
カ
ル

５
Ｇ
利
用
環
境
な
ど
の
超
高

速
通
信
イ
ン
フ
ラ
で
接
続

し
、
建
物
情
報
の
モ
デ
ル
化

を
行
う
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
な

ど
大
容
量
の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

を
高
速
で
遅
延
な
く
や
り
と

り
で
き
る
環
境
を
整
備
す

る
。
建
設
Ｄ
Ｘ
実
験
フ
ィ
ー

ル
ド
で
は
無
人
化
・
自
動
施

工
に
関
す
る
研
究
を
産
学
官

連
携
で
推
進
す
る
と
と
も

に
、
発
注
工
事
・
業
務
な
ど

の
三
次
元
デ
ー
タ
を
一
元
管

理
・
分
析
す
る
環
境
を
整
備

し
、
六
月
以
降
に
本
格
的
な

運
用
を
開
始
す
る
。
イ
ン
フ

ラ
分
野
に
お
け
る
三
次
元
デ

ー
タ
の
活
用
を
促
進
し
、
Ｖ

Ｒ
（
仮
想
現
実
）
や
仮
想
の

事
物
を
現
実
の
世
界
に
反
映

・
拡
張
す
る
Ａ
Ｒ
（
拡
張
現

実
）
の
導
入
・
建
設
機
械
の

自
律
施
工
な
ど
少
子
・
高
齢

化
・
人
口
減
少
の
時
代
に
必

要
と
さ
れ
る
新
技
術
を
開
発

し
て
い
く
。

地
方
整
備
局
の
Ｄ
Ｘ
推
進

セ
ン
タ
ー
で
は
社
会
資
本
の

整
備
や
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
行

う
現
場
で
新
た
な
働
き
方
へ

の
転
換
を
促
進
す
る
た
め
、

Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
デ
ー
タ
を

活
用
し
た
設
計
や
施
工
管

理
、
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
の
活

用
に
よ
る
非
接
触
・
リ
モ
ー

ト
型
の
監
督
検
査
な
ど
新
し

い
働
き
方
に
対
応
で
き
る
人

材
を
育
成
す
る
。
す
で
に
体

制
整
備
が
整
っ
た
近
畿
に
加

え
、
関
東
、
中
部
、
九
州
の

各
セ
ン
タ
ー
も
五
月
中
に
順

次
オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
だ
。

同
省
の
職
員
だ
け
で
な
く
自

治
体
職
員
や
受
注
者
も
活
用

で
き
る
。

イ
ン
フ
ラ
Ｄ
Ｘ
ル
ー
ム
で

は
物
理
空
間
の
将
来
的
な
変

化
を
仮
想
空
間
で
シ
ミ
ュ
レ

ー
ト
で
き
る
デ
ジ
タ
ル
ツ
イ

ン
な
ど
を
活
用
し
て
三
次
元

デ
ー
タ
の
利
用
の
可
能
性
を

広
げ
、
こ
れ
ま
で
の
仕
事
の

や
り
方
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
巻
き
起
こ
す
。
画
像
や
三

次
元
デ
ー
タ
に
よ
る
遠
隔
技

術
支
援
へ
産
学
官
の
連
携
を

促
進
し
、
ｗ
ｅ
ｂ
会
議
や
サ

テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
と
し
て

も
活
用
し
て
い
く
。

国
土
交
通
省
は
建
設
現
場

の
さ
ら
な
る
生
産
性
向
上
へ

ｉ

Ｃ
ｏ
ｎ
ｓ
ｔ
ｒ
ｕ
ｃ
ｔ

ｉ
ｏ
ｎ
の
取
り
組
み
を
一
段

と
強
化
す
る
。
新
た
に
中
小

企
業
な
ど
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
利

活
用
環
境
の
充
実
、
生
産
性

向
上
の
た
め
の
工
法
・
材
料

の
導
入
拡
大
、
東
南
ア
ジ
ア

に
対
す
る
海
外
展
開
な
ど
を

推
進
し
て
い
く
。

ｉ

Ｃ
ｏ
ｎ
ｓ
ｔ
ｒ
ｕ
ｃ

ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
は
同
省
が
掲
げ
る

生
産
性
革
命
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
う
ち
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
・

管
理
・
機
能
や
産
業
の
高
度

化
の
柱
と
し
て
実
施
。
測
量

・
設
計
・
施
工
・
検
査
・
維

持
管
理
の
あ
ら
ゆ
る
事
業
プ

ロ
セ
ス
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通

信
技
術
）
を
導
入
し
、
建
設

生
産
シ
ス
テ
ム
全
体
の
生
産

性
向
上
を
実
現
す
る
。

新
年
度
は
中
小
企
業
や
地

方
公
共
団
体
に
対
す
る
Ｉ
Ｃ

Ｔ
施
工
の
さ
ら
な
る
普
及
拡

大
へ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
建
設
機
械
認
定

制
度
の
創
設
や
作
業
員
の
負

担
軽
減
に
向
け
た
パ
ワ
ー
ア

シ
ス
ト
ス
ー
ツ
の
試
行
な
ど

に
官
民
一
体
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
い
く
。
ま
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ

施
工
未
経
験
企
業
へ
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
行
う
取
り
組
み
の

全
国
展
開
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用

工
事
の
標
準

化
を
見
据
え

た
地
元
企
業

へ
の
発
注
者

指
定
型
方
式

の
拡
大
、
入

札
時
に
生
産

性
向
上
の
取

り
組
み
を
評

価
す
る
仕
組

み
の
試
行
、

施
工
・
管
理
か
ら
納
品
の
一

連
の
プ
ロ
セ
ス
の
オ
ン
ラ
イ

ン
化
に
よ
る
現
場
確
認
の
効

率
化
や
品
質
向
上
の
促
進
な

ど
に
力
を
入
れ
る
。

海
外
展
開
で
は
先
進
諸
国

の
制
度
設
計
や
Ｉ
Ｓ
Ｏ
な
ど

を
踏
ま
え
た
国
内
基
準
類
の

国
際
標
準
化
、
国
際
協
力
機

構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
や
民
間
企

業
と
連
携
し
た
現
地
技
術
者

育
成
、
東
南
ア
ジ
ア
を
対
象

と
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
展
開
戦

略
の
作
成
な
ど
を
行
う
。

国交省がインフラＤＸルーム開設

パワーアシストスーツで負担軽減
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